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論 壇

　　　　　　　企 業 へ の 適用 を通 した MFCA の 進化 の 研 究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 垣彰

く論壇要旨〉

本論文 の 目的は ，
MFCA （Material　Flow　Cost　Accounting）が企業 へ の 適用 を通 して ， どの ように進

化 した か を研究する こ とで ある．

　MFCA は
，

マ テ リア ル
，

エ ネル ギーの ロ ス を見える化す る環境管理会計の 手法で ある．その 狙い

は ，
マ テ リア ル ロ ス や エ ネル ギー

ロ ス の低減である．それは，コ ス ト改善 と環境負荷低減の 両面で

企業に メ リ ッ トを与える．廃棄物発生量の 多い プ ロ セ ス ，エ ネル ギ
ー

を大量消費す る工揚で 効果が

大 き い ．

　日本で の MFCA の 研究は 2000 年に始ま り，10年以上が経過 した．この間 ， 多くの 企業 へ 適用 さ

れ ，そ の 結果を検証 し改善 されて きた ，そ の 改善は ， 計算理論 ， 改善手法 ， 企業の 活動展開方法の

分野 で行われた ．その 結果 MFCA は ， よ り効率的 ， 効果的な手法 へ と進化で きたもの と思われる．

〈キー
ワ
ー ド＞

MFCA ，環境管理会計，マ ネジメ ン トア ク シ ョ ン

　　　　Research　ofMFCA 　evolution 　by　application 　in　companies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Akira　Shimogaki

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　The　purpose　ofthis 　stUdy　is　clarification　of 　evolution 　of　MFCA （Material　Flow　Cost　Accounting）through

apPlicatlon 　to　companies ・

　MFCA 　is　a 　method 　of 　environmental 　rnanagement 　accounting 　and 　visualize 　losses　ofmaterial 　and 　energy ．

The　application 　of 　MFCA 　is　reducing 　losses　of 　materia ｝and 　energy ．　The　Companies　using 　MFCA 　reduce

costs 。f　material 　and 　eneTgy
，
　and 　reduce 　envir 。nmental 　impactS．　The　effect　of 　MFCA 　is　large　at　plant　that

generate　waste 　product　or　consumes 　energy 　in　large　quantities・

　Research　of　MFCA 　in　Japan　started　in　2000，　and 　ten　years　or　more 　passed．　ln　the　meantime ，　MFCA 　was

applied 　in　many 　Gompanies
，
　verified 　the　result　and 　has　improved ．　The 　improvement　was 　rnade 　in　the　field　of

the 　accounting 　theo増」the　improvement　technique ，　and 　the　activity 　method 　of　companies ．　It　seems 　that

MFCA 　has　evolved 　into　the　more 　efficient　and 　more 　effective 　technique　as　a　result．
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1 ． は じめ に

　MFCA は ，2000年に 日本 で の 研 究 が開始 され て か ら ， 次 の よ うな進化を遂 げ て きた．

　まず計算理論の 進化で ある．MFCA の 計算 の 基本的考え方が ，非常に シ ン プル にな っ た．そ の 結

果，当初は原材料や補助材料だけで あ っ た直接的な分析対象が ，エ ネル ギー
にまで拡張で きる よ う

に な っ た ．こ れ は特 に ， 大量の熱 を使 う鋳造加工 分野，蒸気や水等 の 用役分野の省 エ ネに効果をあ

げて い る．また こ の 計算理 論の 進化を受け，MFCA を使 っ た改善手法 の 進化 と ， 企 業 の 改善活動 へ

の展開方法の 進化が なされ た．

　本論文 の 第 1 章，第 2 章で は，現在の MFCA の 分析方法を簡単に 紹 介す る ．現在の効率的，効

果的な分析手法を知る こ とは，MFCA の 進化を振 り返 る に 当た り， 過去 の 手 法の 問題点 を理解しや

す くするた めで ある．

　日本にお い て MFCA は 「基礎的な計算理 論の 開発段 階」，
「実践的な計算手 法の 開発段 階1，「効

果の 大きい 適用対象の研究段階」，「効果的 ・効率的な展開方法 の 研 究段 階」 の 4 段階で進化を遂げ

て きた，本論文 の 第 3 章で は そ の 進化の 経緯を整理す る．また MFCA の 進化 に各段階に お い て は ，

企 業へ の 適用効果や方法に つ い て の 検証 ， 議論 の 場 が ，MFCA 適用効果 と共 に ，手法 として の 問題

点を認識 させ ，手法の 改善 の きっ か け を作っ て きた．こ こ で は ，そ うした議論 をきっ か けとし て な

され た改善に つ い て ， 振 り返 る．

　そ して 最後の 第 4 章で は ，
MFCA に とっ て の改善ア ク シ ョ ン ，マ ネ ジメ ン トア ク シ ョ ン を考察す

る．

1 ． マ テ リア ル ロ ス とMFCA

　MFCA （Material　Flew　Cest　Accounting）は ， 消費資源の よ り少 な い モ ノ づ く りへ の 改善を目的 と

した環境管理 会計手 法で あ る，そ の 基本的な考え方は，「マ テ リア ル の ロ ス を物量 とコ ス トで 見え

る化す る亅 で あ る．2011年 9 月に ISOI4051 と して発行 された ．

　MFCA は ， 化学 ， 機械加 工
， 成形加 工 ， 半導体製造等，製造工程の 中で 廃棄物が発生す る，ある

い はエ ネル ギーを大量消費す る加 工 型製造業で効果 が大きい とされて い る．

　とこ ろで MFCA は 「ロ ス を見え る 化する 1 手 法と上 で 述 べ た ．こ う した 分野 の企業の 方は，次

の よ うに疑問 に思 うか もし れ な い ．「原材料等の ロ ス は，歩留率や収率 ， 不 良率等に よ り見えて い

るはず」 だと．

　実は マ テ リア ル ロ ス には既知 の ロ ス と未知の ロ ス が ある．多 くの 企業は原材料に っ い て ， 歩留率

や収率 ， 不良率等で 指標化 し ，
ロ ス を見て い る．しか し未知の ロ ス が あるこ とを認識 して い る企業

は，ほ とん どない ．

　MFCA を使 う
一

つ 目 の 目的は，未知の ロ ス を発見 し，改善する とともに，マ テ リア ル の 管理 シ ス

テ ム を改善し ， 未知の ロ ス の 新たな発生や増加 を防ぐこ とである．

　また既知の ロ ス は
， 管理 ロ ス と容認 ロ ス に分けられ る．管理 ロ ス は，不良等の よ うに継続的に測

定，指標化 され ， 改善の仕組 み が ある．

40
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Management 　 Accountlng

企業 へ の 適用を通 した MFCA の 進 化 の 研 究

　
一方，容認 ロ ス は，原料や設備 の 仕様や製造方法等が要因 とな っ て い るため，組織的に容認 （仕

方なく承認）されて い る ロ ス で ある．しか し，設備や金型導入後に も技術は革新 され続けてお り，

また顧客や市場の 変化 に伴 い 生産 品 目の構成や量も変化する．承認 された 当時の 技術の 限界は，
’
今

の 限界では ない ，そ の ため ， 容認 ロ ス に も改善の メ ス を入れ るか ど うか検討する仕組み が必要で あ

る ．ただ し容認 ロ ス の 改善は ，原料や設備 ， 製造方法の 改善であ り， 設備 投資が伴 うこ とが多く，

投資効果 の 評価が 必要で ある．

　MFCA を使 う二 つ 目 の 目的は，設備投資や改善活動に投資するだけの 価値の ある改善領域や改善

課 題 を発見す る こ とで ある．その た め MFCA で は，マ テ リア ル ロ ス を物量だけでな く， 金額で も

見える化す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　図 1 マ テ リア ル ロ ス の分類

　図 1 に マ テ リア ル ロ ス の 分類 を整理 した．現在の MFCA で は ，
マ テ リア ル ロ ス を既知 の ロ ス で

ある管理 ロ ス と容認 ロ ス ， 未知の ロ ス で あ る盲点 ロ ス と無管理 ロ ス に分けて分析する．こ の 区分単

位 に，改善の アプ ロ
ー

チ が異なるため である．

　また後に述べ るが ， これ は，最新の MFCA 研究の成果の ひ とつ である．

2 ． 現在の MFCA の 分析手 法

現在の MFCA の マ テ リア ル ロ ス 分析 の 手順は，次 の 通 りであ る．

　  マ テ リア ル バ ラン ス 分析で ，
ロ ス の 総量を見える化す る

　  　 ロ ス の 内訳分析で ，未知の ロ ス を明 らかにする

　  マ テ リア ル ロ ス の ロ ス コ ス トを評価する

マ テリア ル ロ ス

ロ ス 総量

鹽1 げ　 煽

不良最

内 訳
物量’年 金劉 年

不良品 10、OOO30 ，000bput
量

ロ ス

総鬣

既

知

の

ロ

ス

端材
端材 8、OOD24 ，000

灘 蓬；
ならた畳

廷
切り粉 7、OOO21 ，000

切り粉 未知 の ロ ス 5100015 ，000

（マテリア ルパ ランス分折｝ 〔ロス の内 駅分析》 くマテリアル ロス の ロ スコス ト騨価）

　　　　　　　　　　　　図 2MFCA によ るマ テ リア ル ロ ス の 分析手順

　こ の 分析 は材 料別 に行 う．材料別 に ロ ス の 総量が見 えない と未知の ロ ス が把握で きない ため，ロ

ス の 総 量算定が ポイ ン トに なる，そ の ポ イ ン トは次の 通 りで あ る ．

　・　 材料別 に ，Input量と製品に な っ た量を，同 じ単位 （例えば重量，　 kg）に換算する
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　・　 Input量 （kg） ＝期首在庫量 （kg）＋購入 量 （kg）一期末在庫量 （kg）

　・　 製品 にな っ た量 （kg） ＝ 製品生産量 （数量） x 製品の 材料含有率 （kg！個）

　　　ロ ス 総量≡lnput量 （kg）一製品に なっ た量 （kg）

　情報 シ ス テ ム が整備 されて い る大企 業で は簡単に思 え るが ， シ ス テ ム の 情報が ， 統合的に ロ ス を

把握で きる よ うに整理，体系化 され て お らず ， 容 易で ない こ とが 多い ．

3 ． 日本 にお け るMFCA の 進化の 経緯

日本における MFCA の 進化は ， 次の 4 段階に分 けて 考え るこ とが で きる．

・　 基礎的な計算理論の 開発段階　2000年〜2003 年

・　 実践的な計算手法 の 開発段階　2004 年〜20玉0 年

・　 効果の 大きい 適用対象の 研究 ・拡張段階　2006 年〜2011 年

・　 効果的 ・効率的な MFCA 展開方法の 研究段階　2011年〜

以下，夫 々 の 段 階で の MFCA の 研究で 開発，改善 された こ とを述べ る．

（1 ）基礎的 な計算理 論 の 開発 段階

　MFCA は 玉990年代に ドイツ で 原型 が開発 され た．1999 年に 通商産業省 （現在 の 経済産業省）の

「環 境ビジネ ス 発展促進等調査研究環境会計委員会 （委員長 ：神 戸 大学國部克彦氏）1 が始ま り，6

っ の 環境管理会計手法 の 研 究が 行われ た が，そ の
一

つ が MFCA をテ
ー

マ とした もの で ある．

　日東電工 ， キヤ ノ ン
， 田辺 製薬，タキ ロ ン の 4 社で MFCA が 実験 され ，そ の計算理論の 基礎が

固ま っ た，こ の 研究結果は ，
2002 年に経済産業省の 発行 した 「環境管理会計手法 ワ

ー
クブ ッ ク」

で報告 された ．

　ht眞）：／／www ．meti ．go．jp！policy〆eco ＿business！kaikeiWB！contents 　l．htm

　こ こ では MFCA 計算の ア ウ トプ ッ トと し て ，表 1 の マ テ リア ル フ ロ ー コ ス トマ トリクス が提 案

された．

　　　　　　　　　　　表 1　 マ テ リア ル フ ロ ーコ ス トマ トリク ス （例）

マ テ リア ル

　 コ ス ト

シ ス テ ム

コ ス ト

廃棄物 処 理

　 コ ス ト 小 計

良品 12β82千 円 3，581 千 円 0 千円 15，963千 円

マ テリア ル ロ ス 5，791千円 599 千円 395 千 円 6，785千 円

小 計 18，173千円 4，180千 円 395 千円 22，748 千 円

表 1に つ い て解説する．

・　 マ テ リア ル コ ス ト ：材料費

　　良品 の マ テ リア ル コ ス ト＝製品に なっ た材料の 物量 X 単価

　　マ テ リア ル ロ ス の マ テ リア ル コ ス ト＝ 製品 になか っ た材料の 物量 ・単価

・　 廃棄物処理 コ ス ト ：廃棄物処理 にかか っ た費用

・　 シ ス テ ム コ ス ト ：直接労務費 ， 減価償却費な どの 加 工 費
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　　　　，

　　　シ ス テ ム コ ス トは良品 分 とマ テ リア ル ロ ス 分に配賦す る．ただ し ， まだ配賦方法の標準的な

　　　考え方がなか っ た．

　振 り返 っ てみ ると ， こ の 段 階は ，
マ テ リアル ロ ス の コ ス ト評価に重心 が置かれ て い た と思われる．

一方 ， MFCA 計算に非常に時間を要するな ど， 実際の適用面で非常に課 題 が多か っ た．特 に ， シ ス

テ ム コ ス トの配賦に時間が か か っ て い た と思われる．

（2 ）実践的な計算手法 の 開発段階

　2004 年か ら 2010 年にかけ ， MFCA の 開発 と普及 を目的とした経済産業省等の 事業が行われ た．

これ らの 事業を通 して お よそ 300 事業所で MFCA が導入 され ， 適用効果 の 検証が行われた．

　その 中で，効率的に MFCA の 計算を行 うツール も同時に開発 された ．表計算の ソ フ トで作 られ

た MFCA 計算ツ ール は ， 2006 年度の 経済産業省か ら日本能率協会 コ ン サル テ ィ ン グに委託 された

事業の 中で公開 され，下記ア ドレ ス で ダウン ロ ー ドで きる．

　計算ツ
ール 本体 ：http：〃www ．jmac．co ．jp！mfca ／thinkingXdata！mfca ＿tool＿ver4 ．xls

　計算ツ
ール の マ ニ ュ ア ル ： h賃p：1！www ．jrnac．co ．jp／mfcafthinking 〆datalMFCA％20Ver，zip

　　　　　　　　 巨薤 匚＝ ：：：コ 區 ：＝ コ 圈塹 ＝＝＝コ 函璽慝：：：コ
新規 鍛　コ スト

　 　 　 　 入 MC
鵠 暴 癌■；
A 謄 騎 　　　　　　SC

　 　 　 　 EO

前工 程コストの 1　 計

　 SC

引　　 EC

工 程掘の 　入 コ ス ト計

娠

鬻
司 盥

sc

記

正の 襲
ロ

コ スト計

正の　
囗
MC

正 の 　 　　 C

正の 　
OEO

：【罎内 リサイクルの MC 　　　 限

リサイクル した 材料の 売上

　　詈

　　
al

　 　 フ

回
匝

器

驀
國
國

図 3 　コ ス トフ ロ
ー図

鼠1
豊、
o

國
口

　こ の 計算ツ ール は ，下記の 考え方で 図 2 の コ ス トフ ロ
ー

図 を作成 し，表 1 の フ ロ ーコ ス トマ トリ

ク ス を正 確に 計算する こ と を 目的 として い た，

　・　 工程毎に，製造 コ ス トを正 の 製品 （良品）の コ ス トと負の製品 （マ テ リア ル ロ ス ）の コ ス ト

　　　に分 ける．

　・　 シ ス テ ム コ ス ト （SC ：減価償却費，労務費等），エ ネル ギー
コ ス ト （EC ）は ， 各工程で投入

　　　した原料 の 正 の 製品と負の 製品の 比率で ，正 の 製品 コ ス トと負 の 製 品 コ ス トに配賦す る．

　・　 正 の 製品 コ ス トは次工 程に引き継 ぐ

　しか し ， 企業で MFCA 適用 をする中で、 こ の 計算ツ ー
ル には次の ような問題 が ある こ とが明確

にな っ て い っ た、
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　・　 多様 な製造 プ ロ セ ス に対応するた め に ，ツール の計算 ロ ジ ッ クや カ ス タマ イ ズ が複雑 にな っ

　　 　た．

　・　 ツ
ール へ の入力は効率的 にで き るが ， 入 力す るデー

タ整理 に は やは り時間が必要，

　・　 ツール が あ るが故 に ，
こ の ツール を使 っ て MFCA の 計算をする こ とが 目的 にな る こ とが増

　　　え，実際の 生み出 した い 改善 との 関連性が薄 くな っ た ．

　こ の よ うな問題が生 じた原因 は ，
シ ス テ ム コ ス トや エ ネル ギ

ー
コ ス トを正 の 製品 コ ス ト， 負の 製

品 コ ス トに配賦す る際に，そ の 正確 さを求めす ぎたため と考え られ る．

　そ もそ も，マ テ リア ル ロ ス の コ ス ト評価 に シ ス テ ム コ ス トを含めた の は ，
マ テ リアル ロ ス の コ ス

ト評価をより正確に した い とい う思い か らきて い る．しか し，シ ス テ ム コ ス トの 多くは固定費で あ

り ，
マ テ リア ル ロ ス を削減 して もそれ に 比 例 し て シ ス テ ム コ ス トの 金額が小 さ くなるもの で はない ．

そ の ためシ ス テ ム コ ス トの 正 の 製品 コ ス ト，負の製品 コ ス トへ の 配 賦の 正確 さを求めるべ きで ない

とい う意見 もあっ た．

　　　　　　　　　　　　　　 表 2　MFCA バ ラ ン ス 集計表 （例）

In　ut 〈金額単 位 ：千円）

38，198千 円

　 マテ リアル と材料費

金属材料 （イン ゴッ ト）

離型 剤

潤 滑剤

溶解 エ ネ ルギー（ガ ス）

保持 エ ネ ルギー（電力〉

冷却水

コ ス ト小計

　 量

100．000kg
　 2．000鴇

　 1ρ00 

　 762GJ

　 360GJ10

．OGO　m3

　 　 廃棄物処理

廃棄物 処理 費用

　 　 エ ネルギー

動力用 電 力（kwh ）

使用 量

100ρ00kwh

　 シス テム コ ス ト

コ ス ト小計 （直接労 務費、滅価償却費 ）

金額

25．OOO
　 600

　 2001

．523

　 540

　 6027

．923

金額

　 275

金 額

2．000

金額

8、000

Out　 ut（金 額単 位，千円〕

正 の 製品 負の 製品

32，521 千 円 5，677千 円

85％ 15％
量 金 額 1 ロス 率 金 額

95．OOO　k823 ，7505 ，000kg5 ．0覧 1．250
0  02 ，000   100瓢 600

0  01 ρ00   100瓢 200

98GJ196664GJ87 ．2％ 1，328
OGJ0360GJ100 ％ 54D

Om3o10 ρ00m3100X60

B6弘 23．946 14瓢 3、978

金 額

275

金額 金 額

86X1 ，71514 鷲 285

金額 金額

86 弘 6β60 14覧 匸，140

　よ りシ ン プル な MFCA の 計算手法を求め る声が増え る中 で ，2008 年度 の 経済産業省の 事業の 中

に WG （関西大学中嶌道靖氏 、 他）が 設 けられ ，
よ り簡易的な考え方の MFCA 計算の ア ウ トプ ッ

トが提案 された，それが MFCA バ ラ ン ス 集計表 （表 2参照 ）である．

　また MFCA バ ラン ス 集計表は ，
「MFCA 手法導入ガイ ド（2009 年度版）」に記載，説明 されて い る．

　MFCA 手法導入 ガイ ド ：http：f／www ．jmac．co ．jp／mfca ！thinking！data／mfcaLguide ．pdf

　こ の MFCA バ ラ ン ス 集計表は ， 次 の よ うな点が
， 図 3 の コ ス トフ ロ ー図の 計算方式 と異な っ て

い る．

　・　 材料 別 に ， 正 の 製品，負 の 製品 の 物量 を明確 にする よ うに した．

　・　 シ ス テ ム コ ス ト，
エ ネル ギー コ ス トの 正 の 製品 コ ス ト，負の 製 品 コ ス トの 配 賦を，材料費 の

　　　正 の 製品 コ ス トと負の 製品 の コ ス トの 比 率で按分する よ うに した

　・　 エ ネル ギ
ー

の 中で も，エ ネル ギ
ー

ロ ス が算定で きる揚合は ，
マ テ リア ル として 扱 うよ うにな

44
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Management 　 Accountlng

企業 へ の 適用を通 した MFCA の 進 化 の 研 究

　 　　 っ た

　こ の こ とは ，それ まで原材料，補助材料だ けだ っ た MFCA を使 っ た マ テ リア ル ロ ス の 評価対象

を，エ ネル ギー等の 資源全般に拡張する き っ か けになっ た．また これ 以降，MFCA 計算手法 の議論

は次第に収斂 し，そ の 後の MFCA の 進化は ， よ り効果性 ， 効率性の 高 い 改善対 象や 改善活動を求

めた もの へ と変化 した．

（3 ）効果 の 大 きい 適用 対象の 研 究 ・拡張段 階

　2006年以 降 ， 計算手法の 改善 と並 行 して ，MFCA の効果的な適用分野の 研究が進ん だ．

　 MFCA は基本的に廃棄物発生 の 多い 分野，エ ネル ギ
ー

消費や エ ネル ギー ロ ス の 多い 分野に適用す

る と大きな省資源，省エ ネ効果に つ なが る．MFCA の適用効果の 大き い 分野は ，次の マ テ リア ル や

物質の フ ロ ーである．

　  　原材料フ ロ
ー

二 金属，木材，フ ィ ル ム 等の原材料に，切断，研削等の 加工 を行 うプ ロ セ ス ，

　　　原材料の ロ ス を前提 とした加 工 の ため ，原材料の廃棄物が 多い ．

　  　廃棄物 ・廃液処理 フ ロ
ー

： 廃棄物 処理 に も材料，エ ネル ギー
を使用する ．特に化学プ ロ セ ス

　　　の反応に使用 され る溶媒 ， 或い は 洗浄に使用 され る溶剤は ， そ の廃液処理 に使 う材料，エ ネ

　　　ル ギ
ー

が多く， これ らはすべ て資源 ロ ス で ある．

　  熱フ ロ
ー

：鋳造やガラ ス 成形等の よ うに原料を高温で熱溶解す るプ ロ セ ス ．溶解に消費す る

　　　熱の エ ネ ル ギー
ロ ス が非常に多い ．

　  　用役 フ ロ
ー

： 蒸気，圧縮空気，純水等の用役はエ ネル ギー価値の 高い マ テ リア ル で ある．用

　　　役 の 製造〜消費の フ ロ
ーを通 し てみ る とエ ネル ギー

ロ ス が大きい ．

　こ の うち  の 熱フ ロ ー
，   の 用役 フ ロ ー

は 2010 年以降に ，研究 と実践が始ま っ た領域である．

そ の うち，  の 熱フ ロ
ー へ の 初 め て の 適用の 結果につ い て説明 して お く．

　2010年の 経済産業省の 事業にお い て ， 鋳造 工場や ダイ カ ス ト工場 に MFCA を適用 した．そ の 際 ，

省資源の 改善課 題 を見 出すためには，原料の 金属 を溶解す るための 熱 エ ネル ギーの 課題は無視でき

なか っ た ．

　そ の 前に ， MFCA バ ラ ン ス 集計表がで きて い たため，材料別 の 正の 製品，負 の 製品の物量を算定

する こ との 重要性が分か っ て い た．その ため熱収支の 計算を行い ，熱エ ネル ギーを材料の
一

っ とし

て MFCA バ ラ ン ス 集計表に組み込むだけで ，
　 MFCA バ ラ ン ス 集計表の 計算は終わ っ た，計算 して

み ると， 金属の 溶解に投入 した熱 エ ネル ギー
の うち 90％前後が熱損失 とな っ てお り， そ の 熱損失分

の エ ネル ギ
ー

コ ス トは他の原材料 ロ ス の材料費 と比 べ て もか な り大きなもの だ っ た，

　鋳造 工場や ダイ カ ス ト工 場の 関係者 と一緒にそ の 結果を見て，議論 した結果，各企業の 関係者か

ら ， 次の よ うな意見 が出 された．

　・　 金属溶解 なの で エ ネル ギーを大量に 消費して い る と認識は して い たが ， 熱損失が こ れ だ け多

　　　い とは知 らなか っ た．

　　　こ れ ま で も溶解原 単位 （電力 量 ÷ 金属 溶解量）は見 て い た が
， 熱損失量 は 見 て い なか っ た．

　　　溶解原単位だ け で は ， 改善の 発想 に結び っ きに くい ．
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（4 ）効果的 ・効率的な MFCA 展 開方法の 研 究段 階

　2011 年以降の MFCA の 進化 は ， 民間企業 の 自主的な研 究と，日本 MFCA フ ォ
ー

ラ ム の 研究会 の

中で 進め られ て い る．特に ， 日本 MFCA フ ォ
ー

ラ ム の 研究会で は ，　 WG3 ，　 WG4 ，　 WG6 の 3 つ の 研

究会が，MFCA の 手 法 の 研 究を継続 し て きた ．そ の 目的は ，よ り効率的で 効果的な資源生産性 向上

活動 の 考え方を整理 ・体系化する こ とで ある．

　それ は （3 ）の 「MFCA の適用 が効果的な分野の 研 究」 を通 じて，効果 的な分野 が明確 になる と

同時 に，MFCA の 改善課題 が，改めて 次の よ うに再認 識 され たためで もある．

　・　 見 えて い ない ロ ス が 見える よ うにする こ とに，最 も大 きな価値が ある

　・　 資源 ロ ス の 見える化手 法 と して ，改善行動，改善活 動に結び つ く形で，体系化するべ きで あ

　　　 る

　WG3 ，　 WG4 ，　 WG6 の 概要 を表 3 に整理 した．なお，1章，2 章で紹介 した現在の MFCA の考 え

方 と分析手 法は，WG3 等の 研究会 の 議論を通 して J 整理 された もの で ある．

　　　　　　　　　　表 3　 日本 MFCA フ ォ
ー

ラム の WG テーマ と研 究事 項 の 概 要

WG3

WG4

WG6

テ
ー

マ ：新 しい 生 産革新ツ
ー

ル とし て の MFCA （宙G リーダー
； 安城泰 雄 〉

・　 モ ノ づ く り現場の IEfQcrlrPM　9 の 改善活動 と，マ テ リアル 分 野 の 改善活動の 位置づ けを整理

　　し，マ テ リア ル ロ ス の 効率的な 分析 と改善の 考え方 を提 案

テ ーマ ：用 役の エ ネル ギー
ロ ス の 見 える化 （WG り

一
ダ
ー

： 下垣彰）

・　 用役 の エ ネル ギーロ ス の 定義 と算定方法を提案 し，用役の エ ネル ギー
ロ ス 改善の 考 え 方を整理

テー
マ ：経 営の MFCA と シ ス テ ム 化 （WG リーダー

： 下 垣 彰）

・　 資源生 産 性 向 上 の 取 り組 み に お ける経営層，経営 ス タ ッ フ の 役割 を提案 し，資源 生 産性 の 継 続

　 改善をす るた めの 経営指標とMFCA 情報の 関連性 を整 理

・　 マ テ リア ル ロ ス 総量を見 え る 化す る た め の 情報 シ ス テ ム の 基本 ロ ジ ッ ク を構築

4 ． MFCA の 改善とマ ネジ メ ン トア ク シ ョ ン

表 4　ロ ス 区分 と改善，マ ネジメ ン トア ク シ ョ ン

ロ ス 区分 改善の 考え方 マ ネ ジ メ ン トア ク シ ョ ン

管理 ロ ス ・　 重点対象を決 め、不 良等 の 問題 の 要 因

　 を分析 し、改善を 実施

・　 品質管理 の 仕組 み に 則 っ て 改善活動 を展 開

・　 仕 組 み の 見 直 し、活動 の 強化

容認 ロ ス ・　 設備、金 型 の 改 善

・　 材 料、作 業方 法 の 標 準 の 見 直 し

・　 設 備 投 資効 果 の 大 きい ロ ス 、改善余地 の 大 き

　 い ロ ス を対 象に 改善プ ロ ジ ェ ク トを設 け る

盲点ロ ス ・　 発 見 した 盲点 ロ ス の 要因 を分析 し、改

　 善を実施

・　 盲 点ロ ス 、無管理 ロ ス を 発見す る 活動 を展 開

・　 盲点ロ ス の 発 生 を見 え る 化す る 仕組 み を構築

・　 現 場で 歳善可 能なロ ス を抽出 し、現場 の 改善

　 活 動を推進

無管理

ロ ス

・
　 資源使用 方 法 の 標 準 化

・　 ロ ス の 定 義 を規定化

・　 個別 の 改 善 を実施
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　 1章 の 図 1で ，
マ テ リア ル ロ ス を管理 ロ ス と容認 ロ ス の既知 の ロ ス

， 盲点 ロ ス と無管理 ロ ス の 未

知の ロ ス に区分 した．こ の 区分の 概念は，3 章で紹介 した WG3 の 議論 を通 して 固ま っ た もの で あ

る．こ の マ テ リア ル ロ ス の 区分は ， 夫 々 の ロ ス の 特性 に関連 した改善内容 、
マ ネジ メ ン トア ク シ ョ

ンが関係 して お り，表 4 にそ の 関係を整理 した．

　組織にお い て ，ロ ス の 特性 に応 じたマ ネ ジメ ン トが必要で ある．間違 っ たマ ネジメ ン トを行 うと ，

組織は間違 っ た方向に走っ て しま う．間違 っ た マ ネ ジ メ ン トア クシ ョ ン の 事例をひ とつ 紹介する．

　ある金属加工 会社で は，ロ ス の 総量が投入マ テ リア ル の 4 割 とい う MFCA 計算結果にな

っ た．その 企業で は，金型 によ り発生するス クラ ッ プ の ロ ス が 大きく，こ れは容認 ロ ス で

ある．多品種 の 生 産 を して お り ， 金型 の 数 も膨大で ある．現在 の 生産条件等で改善の 可 能

な製品，金型 は，それほ ど多くない ．改善余地を評価 し，効果的な製品，金型を絞 っ た改

善活動の展開が必要で あ る．

　と こ ろがそ の ロ ス 率だ け を聞い た トッ プ層は ， 原材料 の ロ ス 率 40％ とい うこ とに敏感に

反応 して しま い
，

ロ ス の 大幅な削減 を現場に指示 して しま っ た ．困 っ た現場は それ以降，

こ の ロ ス の 比率を見えな くするよ うにな り ， 改善の チ ャ ン ス を逃 して しまっ た ．

　こ の 当時，マ テ リア ル ロ ス を 、 容認 ロ ス や盲点 ロ ス などの 区分原理は なか っ たが ，
こ の こ とによ

っ て，効果的な改善を効率的に展開する上 で は，現場 と上層部で ロ ス 区分 とマ ネジメ ン トの考 え方

を共通認識すべ きで あるこ とが分か っ た．

　容認 ロ ス は J 設備投資も必要であるが，改善効果は大きい ．その ためマ ネジメ ン トア クシ ョ ン と

して 必要な こ とは ， 製品 ごとに容認 ロ ス 量 や ロ ス コ ス トを見 え る化 し， 設備投資効果 の 大 きな製品

を見出 し ， 投資効率の 高い 改善を行 うこ とで ある，一
方 ， 盲点 ロ ス や無管理 ロ ス は ， 現場の 工 夫で

改善で きる こ とが 多く，またその た めに も現場で 盲点ロ ス や無管理 ロ ス を発見する活動を現場で展

開するべ きで ある．

　こ の よ うな事例は 非常に多い ．MFCA はマ テ リア ル ロ ス の 分析手法 とし て 生まれたが，企 業で 適

用 し
， 効果的な改善に 結び つ け る ため に は，マ ネジメ ン トア ク シ ョ ン と関連 し た手法の 使い か たが

重要で ある こ とが分か っ た ．

　MA は Management　Accountingの 略で あるが，　 Management　Actionの 略で もある．マ ネジ メ ン トア

ク シ ョ ン と連携 して ， 更な る管理 会計 の 進化を願 うもの で ある．

参考資料

　1，　 『環境管理 会計手 法 ワ
ー

クブ ッ ク』経済産業省 2002 年 6 月

　　　　http：〃ww 丶从 meti ．go．jp／policy！eco ＿business！kaikeiWB ！contentsLhtm

　2．　 平成 16 年度〜平成 22 年度　経済産業省委託 「 MFCA 事業」 報告書

　　　　http：／／www ．jrnac．co ．jp／mfca ／document／02＿16．php

　3． MFCA キ ッ ト〈 MFCA 手法導入ガイ ド（2009 年度版）〉 ，　 MFCA ホーム ペ ージ

　　　　http：／！www ．jmac．ce ．jp！mfca ！thinking！data！mfca3uide ．pdf

　4， 産業環境管理 協会機関誌 『環境管理』【連載 ： 実践マ テ リア ル フ ロ
ー
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